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いかねないようなことiζなるんで進うかなと思ってね。 とり易い。 一万， ミウチとの関係は綴身になってイ考えて
言ってしまうと，親せきrj."乙う，なんちゅうのかな， くれるという「人WJか出て乙ない関係ならは，鋭たち
あそζは-，tζ う頭の懇いちゅうか，色んな病気のあ Kとり rA-:別される存在」である ζとをより強く怠識化
るチかいるとか，そういうことがうちにはないけども， してしまうものでしかないと認知されている。
向ζう[妻}j]にそういう人がいると。そういう乙と





























































わないっていうか。(-・・ー ) [近所だと]興味本位で さらに興味深いのは，母親の「気にしてたらきりがな
聞かれる感じがする。夕食の時のね。話の餌というか。 いのに気にしてしまうようになってしまう。(一.)何
ど乙そこの誰それが，という感じで食卓K花か咲いて か乙う変な乙と言つてなくても言ってるって，何か乙う
いるらしいんです。 r他の人すζい吻話やで』とか。 被害妄:僚やねJという言葉lζ語られるように. r田合」






































































る 「防古児をとりま く ，t~Jjl) tf.)言説」である。ただし . 消しようとさえする。 ζのような明確な行動1L1f¥る背対
i Il:l舎Jという笠間では. i儀礼的無関心」を行なわな には，そのような行動を正当化する知識が「治・識」となっ
い分だけ綬たちも産別される側I口、る乙とを強く向党さ ているからである。その日常生活lζ用いられる知識は.











































































































































































































































表 1 状況に使用される障害児 ・者をとりまくカテゴリーと言説
分類 障害児 ・ 者 籾たち 周囲の人々
日常生活 オ ヤ ミウチ タニン
コ ドモ 近い アカノカテゴリー /、ノ、 チチ 実方 夫方 タニン タニン
カテゴ リー 弱く.手助けされる存在 オヤコは一体 何かあった時は互い タニンは無関係の存

































































































































































ちが， 特に母籾か防fl児の~llj lC最 も近いととを教えてく








































































































































































































はり日本人は生物学的観チ関係の必知iζ敏感IC反応 た衛門著作!tIVJ未米社， 1967， pp. 177-353. 
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として分析している。 江的修作「部落ぷ別をめぐる<距離化過綾>のーメカニ
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制度でもなく，構造でもなく，ある人々にうえられ 2， 1986， pp. 68-90. 
た一定の力でもなL、。それは一社会iζおける錯綜し Goffman. E.， Behαuior in Public Plαces 
た戦略的状況に付与される名物、であるjという，M. Notes on the Social Orgαmzαtion 01 Gαth-
フーコーの定設によるものである。フーコーと他の er川gs.The Free Press. 1963 a (丸木恵祐 ・
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H月ぶ.1980J IC詳しし、。 めて』誠信.'r-v.，¥目80)
5 )コフ7 ン，E. [1963a)は.相手をちら つと視る Goffman， E. Stigmα Notes on the Manag争
ことは視るか. その時の友情は科I f.の存.{tを I~.g識し ment 0/ Spoιled Identity， Prentice-Hal， 
たζとを，そして認識した乙とをはっきり必めた乙 Inc.. 1963b (石黒毅riRrスティグ7 の社会学ー熔
(13) 
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印を仰されたアイデンティティJせりか書房，1980) 
小山隆「相続世帯と創設世帯における貌族関係Jr人文






r解放社会学研究1J ， 1986， pp. 25-41. 
奥田和彦 f解釈学と異文化理解」黛悶爵郎編『地級研究

















The purpose of this paper isto investigage， from the parents' viewpoint， the conflict caused to them due to their 
handicapped children and their isolating background. 
The data were collected by interviewing parents and grand-parents of 0-2 years old children with down's syndrome 
during the last six years. For analysis， we used the ‘miuch-tanin' framework， that is， the relative-stranger framework 
in the Japanese dai1y life behavior， which 1ed us to the following results. 
1. The parents' conflict concerning whether to speak open1y about their handicapped children or not is mainly cased 
by their fear of the high probability of them to segregated. And as long as they wil recognize to be segregated du巴
to the handicapped persons， this conflict will continue. 
2. In the mechanism of segregating handicapped persons， there is a clear difference between the relatives' behavior and 
strangers' when put in face of segregating conditions. In order not to be segregated themselves， re1atives wil eventual-
Iy choose the position of non-handicapped persons， and they will segregate handicapped children and their parents. 
On the other hand， strangers will pretend good compasion for handicapped persons， when they realize they are not 
Iike1y to be segrega ted. 
3. People acknowledge three different backgrounds to infer the probabilty of being segregated in daily Iife activities. 
(1) the ‘strangernes range' from the handicapped children. (fig. 2) 
(2) blood and heredity 
(3) mothers bearing the whole responsibility of producing handicapped children. 
This finding 1et us know that the mothers' position to the closest to the handicapped children， and that they can't 
keep away from them. And for that， they are the mostly subject to segregation from everybody but their handi-
capped children. 
(14) 
